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二回万頃

☆公害による健康被害

半
ら
ず
べ

　を許すな!

☆自然環境･生活

　環境の破壊を

　許すな!

シジュウカラ

画橋本正弘

日
本
は
京
都
議
定
書
の
目
標
を
達
成
で
き
る
の
か

　
８
月
2
4
日
、
日
本
一
熱
い
大
阪
か

ら
涼
し
い
六
甲
で
学
ほ
う
と
、
バ
ス

を
仕
立
て
て
六
甲
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
途
中
、
灘
区
新
在
家
の
震
災
復

興
住
宅
の
1
4
階
か
ら
神
戸
製
鋼
の
火

力
発
電
所
見
学
し
ま
し
た
。
隣
に
あ

る
、
神
戸
市
が
神
鋼
に
至
れ
り
尽
く

せ
り
の
「
淋
疾
ガ
ー
デ
ン
・
バ
ー
デ

ン
」
（
火
力
発
電
の
余
熱
を
利
用
し
た

健
康
温
浴
施
設
）
も
視
察
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
球
温
暖
化
」

が
も
た
ら
す
「
暮
ら
し
と
環
境
」
。

　
藤
永
の
ぶ
よ
校
長
の
開
校
あ
い
さ

つ
の
後
、
第
一
日
目
の
講
義
は
農
業

経
済
学
の
関
西
大
学
の
樫
原
正
澄
敦

授
か
ら
「
農
業
と
温
暖
化
」
。
そ
し

て
神
祠
の
火
力
発
電
所
の
見
学
で
も

　　　－㎜･･････　　　　・霧1‘!1曝境丿挙祓

４
一
将
疆

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
兵
庫
の
「
石
炭

火
力
発
電
所
問
題
を
考
え
る
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ー
ク
」
の
丸
山
寛
さ
ん
か
ら

「
神
鋼
石
炭
火
力
発
電
所
問
題
を
考

え
る
」
の
報
告
。

　
第
二
日
は
名
古
屋
女
子
大
学
の
杉

山
章
教
授
か
ら
「
温
暖
化
と
生
態
系

影
響
」
の
講
義
を
受
け
２
日
間
の
講

義
・
報
告
を
通
じ
て
の
総
合
討
論
を

行
い
「
学
習
と
討
論
」
の
充
実
し
た

学
校
と
な
り
ま
し
た
。

▼
食
料
主
権

　
長
原
教
授
は
農
業
の
多
面
的
機
能

と
し
て
①
持
続
的
食
料
供
給
が
国
民

に
与
え
る
将
来
に
対
す
る
安
心
－

「
食
料
供
給
度
業
」
で
あ
る
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
に
②
農
業
的
土
地
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利
用
が
物
質
循
環

系
を
補
完
す
る
こ

と
に
よ
る
環
境
へ

の
貢
献
―
「
自
然

活
用
産
業
」
③
生

産
・
生
活
空
間
と

の
一
体
性
と
地
域

社
会
の
形
成
・
維

持
す
る
機
能
が
あ

る
こ
と
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
温
暖
化
が

農
業
に
与
え
る
影
響

に
は
プ
ラ
ス
と
マ
イ

ナ
ス
の
面
が
あ
る
も

の
の
、
農
業
は
白

然
と
土
地
に
立
脚
す
る
産
業
で
あ

り
、
社
業
王
体
の
多
く
は
家
族
農
業

経
営
者
で
あ
る
か
ら
、
近
代
化
・
工

業
化
に
は
一
定
の
是
正
が
必
要
で
あ

り
、
食
料
生
産
は
自
給
生
産
が
基
本

で
あ
る
こ
と
を
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
「
食
の
再
生
」
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、

日
本
の
農
業
の
実
態
に
触
れ
、
「
食

料
主
権
」
の
重
要
性
と
「
生
命
の
維

持
・
再
生
産
機
能
の
発
揮
」
と
し
て

の
農
業
の
役
割
の
再
認
識
が
必
要
と

話
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

▼
神
鋼
と
関
電
の
ば
ろ
儲
け
を
神
戸

　
市
が
支
援
、
年
７
７
０
万
ト
ン
の

　
Ｃ
Ｏ
Ｊ
併
出
石
炭
発
電

　
丸
山
さ
ん
か
ら
は
午
前
中
見
学
し

た
神
鋼
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
問

題
点
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
出
力

１
４
０
万
蹟
の
石
炭
火
力
発
電
所
は

灘
区
新
在
家
と
い
う
市
街
地
に
あ
り

道
路
を
隔
て
て
、
震
災
復
興
住
宅
が

あ
り
（
入
居
者
は
高
齢
者
が
多
い
よ

う
に
み
う
け
ら
れ
ま
し
た
）
大
気
・

重
金
属
汚
染
、
電
磁
波
被
害
、
石
炭

灰
な
ど
の
廃
棄
物
処
理
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
、
Ｃ
Ｏ
。
・
大
量
排

出
、
事
故
隠
し
な
ど
多
く
の
問
題
点

が
解
決
さ
れ
ず
、
情
報
公
開
も
不
十

分
で
あ
り
、
デ
ー
タ
ー
の
改
ざ
ん
も

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
石
炭

発
電
で
、
神
鋼
は
６
０
０
億
円
の
売

り
上
げ
で
２
０
０
億
円
の
利
益
、
関

電
は
Ｉ
１
６
０
億
円
の
利
益
を
得
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
神

戸
市
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
逆
行
す

る
、
石
炭
発
電
を
規
制
す
る
ど
こ
ろ

か
、
税
金
を
使
っ
て
神
鋼
に
対
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
施
策
を
と
っ
て
い

る
と
の
報
告
に
参
加
者
も
怒
り
を
お

ぽ
え
ま
し
た
。

▼
蚊
と
海
か
ら
見
る
生
態
系
影
響

　
公
衆
衛
生
の
専
門
で
あ
る
杉
山
章

教
授
は
「
蚊
」
の
研
究
を
さ
れ
て
お
り
、

温
暖
化
で
テ
ン
グ
熱
や
西
ナ
イ
ル
熱

を
媒
介
す
る
「
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
」

が
１
９
５
０
年
以
降
東
北
地
方
に
も

生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
温
暖
化
が
す
す
め
ば
、
蚊
の

生
息
地
域
が
北
方
に
拡
大
し
、
生
息

密
度
が
上
昇
す
れ
ば
マ
ラ
リ
ア
の
日

本
で
の
定
着
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ

る
と
警
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ

ン
グ
で
3
0
年
間
和
歌
山
串
本
の
海
を

見
て
き
た
経
験
や
「
串
本
海
中
公
園
」

の
観
察
結
果
か
ら
、
海
水
温
の
上
昇

に
よ
り
、
１
９
９
５
年
ま
で
の
図
鑑

で
は
奄
美
以
南
に
し
か
生
息
し
な
い

と
い
わ
れ
た
「
ス
ギ
ノ
キ
ミ
ド
リ
イ

シ
」
と
い
う
サ
ン
ゴ
が
串
本
で
も
見

　
　
　
　
　
（
次
頁
４
段
目
に
つ
づ
く
）
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